
論文撤回に際して 

 

私どもが発表した２つの論文に、多くの誤りが存在することが判明し、撤回い

たしましたことは、研究者として慚愧の念にたえません。また、こうした誤り

を事前に発見できず、それらを回避し不正を防止する指導を徹底しきれなかっ

たことを、共著者として痛切に後悔し反省しております。こうした事態に至り、

多くの混乱と失望を生みましたことを、心中より深くお詫び申し上げます。 

  今回の撤回により実験的な根拠が失われ、その後新たに判明してきた細胞

の遺伝子型などの齟齬などを照らしあわせると、STAP 現象全体の整合性を疑念

なく語ることは現在困難であると言えます。研究所の若手研究者育成を担うべ

き副センター長としても、本件に関する重い責任を感じ、その進退については

理研の判断に従う所存です。 

  

２０１４年７月２日 

理化学研究所 発生・再生科学総合研究センター  

笹井 芳樹 

 

 


